て、 益々 現実に 広く たえる ものと して 生まれて 行かな 

ければ ならない のだろう と 思う。 

これ は、 現代の 社会生活と 文学と にあって 一 つの 痛 

切で 美しい 願いだ が、 そこに ある 困難 は 非常に 大きい。 

その 作品の 世界の 中に、 人々 の 生々 しい 現実 を 広く 

複雑に 負うて いると いう 意味で、 しかも 個々 の 現象が 

模写され ている というので はなくて、 それらの 現象 を 

通じて 生きる 人の 姿が 動いて いると いう 意味で、 今日 

現実に 堪える 作品が つくられて ゆく こと は 容易な 業で 

ない。 だから こそ、 野暮に しちく どく 希望され ていい 

ことなの だろうと 甲3 う。 



を 語り、 文学 上に 変化の 変化た る 所以の 諷刺の 通力 さ 

え 失った まま、 唯 濃い 墨の 色と 灰色との 画面の 色彩 を 

たのしんで 描き 眺める というよ うな ことの 裡に は、 文 

学と して 何 かの 不健全が ある。 

河童が 幻想の 生 棲 物 だからと いうので はなく、 それ 

を 扱う 作者 火 野の 態度の 本質 は、 芥 川よりも 文学の こ 

ととして 不健全な 低下 を 示して いると 云える ので ある _ 

これ は、 作家の 個人と しての 問題で も あり 同時に 今 

日と いう 時代の 傾斜の 問題で も ある。 人々 の 現実に た 

える 作品 を 生み出して 行こうと いう 作家の 希望が 偽リ 

でないならば 工夫 を こらし その 斜面に ピッケル をう ち 
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